




 

先天性尿素サイクル代謝異常症のスクリーニング法として Naylor らは B.Subtilis の変異

株を用いた enzyme-auxotrops assay を開発したが,我々はこの方法の実用化について検討

し,東京地区で8万人の新生児を対象としてpilot studyを行ったのでその結果および本法

の問題点について報告する。 


